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首
都
圏
を
襲
う
２
つ
の
地
震

　

地
震
国
日
本
。
そ
の
中
で
も
東
京
を
含
む

南
関
東
地
域
は
特
に
地
震
が
多
い
こ
と
で
知

ら
れ
る
。
こ
の
地
域
の
直
下
で
ユ
ー
ラ
シ
ア

プ
レ
ー
ト
な
ど
の
陸
の
プ
レ
ー
ト
と
、太
平

洋
プ
レ
ー
ト
な
ど
の
海
の
プ
レ
ー
ト
が
互

い
に
接
し
合
い
、海
の
プ
レ
ー
ト
が
陸
の
プ

レ
ー
ト
の
下
に
も
ぐ
り
こ
ん
で
ゆ
が
み
が
蓄

積
さ
れ
、断
層
が
ず
れ
動
く
か
ら
だ
。

　

首
都
圏
を
襲
う
地
震
は
次
の
よ
う
に
分

け
ら
れ
る
。

　

一
つ
は
、ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
の
下

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
も
ぐ
り
込

む
こ
と
に
よ
っ
て
起
き
る
海
溝
型
地
震
。

1
7
0
3
年
の
元
禄
地
震
、
1
9
2
3
年

の
関
東
大
震
災
が
そ
の
例
だ
。
国
の
防
災

行
政
の
総
合
調
整
を
行
う
中
央
防
災
会
議

の
発
表
に
よ
れ
ば
、こ
の
型
の
地
震
は
、今

後
1
0
0
年
か
2
0
0
年
先
に
発
生
す
る

可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
東
京
の
真
下
を
震
源
と
す

る
直
下
型
地
震
。
1
8
5
5
年
の
安
政
江
戸

地
震
が
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
海
溝
型
地

震
に
比
べ
規
模
が
小
さ
く
、被
害
範
囲
も
半

径
20
㎞
〜
30
㎞
程
度
と
予
想
さ
れ
て
い
る

が
、震
源
が
浅
い
場
合
は
、そ
の
真
上
で
は

震
度
6
強
程
度
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、大
き

な
被
害
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
東
京
の
地

下
に
お
け
る
プ
レ
ー
ト
運
動
は
複
雑
で
、い

つ
、ど
の
く
ら
い
の
深
さ
で
発
生
す
る
か
、

今
の
と
こ
ろ
予
知
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

前
述
の
中
央
防
災
会
議
で
は
「
南
関
東
地
域

直
下
の
地
震
発
生
は
、あ
る
程
度
の
切
迫
性

を
有
し
て
い
る
」と
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、首
都
圏
に
影
響
を
与
え
る
地

震
に
は
、静
岡
県
駿
河
湾
周
辺
地
域
を
震
源

地
と
す
る
東
海
地
震
が
あ
る
。
同
地
震
に

対
し
て
は
予
知
体
制
が
整
い
、地
震
の
前
兆

現
象
の
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
場
合
に
は

「
注
意
情
報
」が
、地
震
発
生
の
恐
れ
の
あ
る

場
合
は
「
予
知
情
報
」が
発
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

東 京 直 下 型 地 震 へ の 備 え
〜 い つ か 必 ず 来 る 大 地 震 〜

1995 年 1 月 17 日の早朝、兵庫県淡路島北部を震源とする地震が発生した。
神戸市を中心とする大都市を襲った直下型地震は、観測史上最高の震度 7 を記録し、甚大な被害を及ぼした。

この近代都市を襲った地震がもし、東京で発生したら……。
いつ起こるか分からない、しかし、必ずいつか起こる地震について考えてみたい。

■海溝型地震が発生する仕組み
日本列島付近では太平洋プレートが年間 9㎝、フィリピン
海プレートが年間 3㎝沈み込んでいる。この海のプレート
が沈み込む時に陸のプレートの端が巻き込まれる。やがて、
陸のプレートの端は反発してはね上がり、巨大な地震を引
き起こす。これを海溝型地震という。

■直下型地震が発生する仕組み
海のプレートの動きは、海溝型
地震の原因となるだけでなく、
陸のプレートを圧迫し、内陸部
の岩盤を歪ませる。ひずみが大
きくなると、内陸部の地中にあ
るプレート内部の弱い部分（1
〜 5）で破壊が起こる。こうし
て起きる地震は、海溝型地震に
比べると規模は小さいものの、
震源地が都市直下の浅い場合に
は大きな被害となる。

日本列島は、地球を覆っている十数枚のプレートのうち４枚
のプレートの衝突部にあり、世界的な地震大国
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◦�

落
下
物
か
ら
身
を
守
れ
る
よ
う
手
近
な
座

布
団
類
で
頭
を
保
護
す
る
。

◦�

慌
て
て
外
へ
飛
び
出
さ
な
い
。

◦��

ド
ア
や
窓
を
開
け
て
避
難
口
を
確
保
す
る

（
建
物
の
ゆ
が
み
で
開
か
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
）。

◦�

時
間
の
余
裕
が
あ
る
場
合
は
火
を
消
す
。

◦��

デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、カ

バ
ン
な
ど
で
頭
を
保
護
し
な
が
ら
、シ
ョ
ー

ウ
ィ
ン
ド
ウ
や
商
品
な
ど
か
ら
離
れ
る
。

◦�
係
員
の
指
示
に
従
い
、落
ち
着
い
て
行
動
す

る
。

◦�

慌
て
て
出
口
に
走
り
出
さ
な
い
。

◦�

劇
場
・
ホ
ー
ル
の
場
合
は
、カ
バ
ン
な
ど
で

頭
を
保
護
し
な
が
ら
、座
席
の
間
に
身
を
隠

す
。

◦�

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
自
動
販
売
機
な
ど
に
近
づ
か

な
い
。

◦�

看
板
や
割
れ
た
ガ
ラ

ス
の
落
下
物
か
ら
カ

バ
ン
な
ど
で

頭
を
守
る
。

◦��

近
く
に
丈

夫
な
ビ
ル
が
あ
る
な
ら
中
に
避

難
。
空
き
地
や
公
園
が
あ
れ
ば

移
動
す
る
。

◦��

つ
り
革
、手
す
り
に
し
っ
か
り
つ
か
ま
る
。

◦�

停
車
し
て
も
、非
常
コ
ッ
ク
を
開
け
て
勝
手

に
外
に
出
た
り
、窓
か
ら
飛
び
降
り
な
い
。

◦��

乗
務
員
の
指
示
に
従
い
、落
ち
着
い
て
行
動

す
る
。

◦�

慌
て
て
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
さ
な
い
。

◦�

ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
灯
し
、周
囲
の
車
に

注
意
を
促
す
。

◦�

大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、道
路
の
左
側
に

停
止
。

◦�

最
寄
り
の
階
で
停
止
さ
せ
、す
ぐ
に
降
り
る
。

こ
ん
な
と
き
は
…

家
の
中

集
客
施
設

屋
外

公
共
交
通

自
動
車
運
転
中

エ
レ
ベ
ー
タ

2
0
0
7
年
10
月
1
日
か
ら
強
い
揺
れ
の

情
報
を
事
前
に
知
ら
せ
る
「
緊
急
地
震
速

報
」が
開
始
さ
れ
た
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な

ど
を
通
し
て
放
送
さ
れ
る
速
報
か
ら
揺
れ

が
始
ま
る
ま
で
は
、数
秒
か
ら
数
十
秒
。
周

囲
の
状
況
に
応
じ
て
慌
て
ず
、と
に
か
く
身

の
安
全
を
確
保
す
る
。

と
に
か
く
身
を
守
る

震
発
生
直
前
〜
発
生
後
2
分

地
◦
自
宅
の
安
全
点
検
！

◦�

照
明
器
具
の
落
下
防
止
、家
具

の
固
定
。

◦�

家
具
の
上
に
物
を
積
ま
な
い
。

特
に
、寝
室
は
安
全
な
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
。

対　策
地
震
発
生

地
震
発
生
か
ら
時
間
で
追
う

い
ざ
と
い
う
と
き
の
行
動

首
都
直
下
型
地
震
に
よ
る
東
京
の

被
害
想
定
を
み
て
き
た
。
で
は
、地

震
が
発
生
し
た
ら
、ど
う
行
動
す
れ

ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
地
震
発
生

直
後
か
ら
時
間
経
過
と
と
も
に
い

ざ
と
い
う
と
き
の
行
動
と
、そ
の
備

え
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

ユーラシアプレート

フィリピン海プレート

太平洋プレート

北米プレート
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首
都
直
下
型
地
震
の

被
害
を
想
定
す
る

　

東
京
都
で
は
、
1
9
9
1
年
に
海
溝
型

地
震
に
関
す
る
被
害
想
定
調
査
を
行
い
、地

域
防
災
計
画
に
反
映
し
て
き
た
。
そ
の
後
、

近
代
都
市
が
初
め
て
経
験
し
た
都
市
直
下

型
地
震
で
あ
る
1
9
9
5
年
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
を
参
考
に
し
て
、
1
9
9
7
年
に
東

京
に
お
け
る
直
下
型
地
震
の
被
害
想
定
を

調
査
し
た
。
こ
の
調
査
報
告
が
、東
京
都
が

取
り
組
む
さ
ま
ざ
ま
な
地
震
対
策
の
前
提

と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、調
査
か
ら
時
間

が
経
ち
、道
路
や
通
信
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
、中
高
層
建
物
の
増
加
、人
口
の
都
心
回

帰
な
ど
、東
京
の
都
市
状
況
は
大
き
く
変
化

し
た
。
ま
た
、
2
0
0
5
年
７
月
に
発
生
し

た
千
葉
県
北
西
部
地
震
で
は
、エ
レ
ベ
ー
タ

へ
の
閉
じ
込
め
や
長
時
間
に
わ
た
る
鉄
道

の
運
行
停
止
と
そ
れ
に
伴
う
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
の
混
乱
な
ど
、都
市
型
災
害
へ
の
対
応
と

い
う
新
た
な
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
、震
災
対
策
の
一
層
の
推
進
と
都
民
の

防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
2
0
0
6

年
5
月
、新
た
に
「
首
都
直
下
地
震
に
よ
る

東
京
の
被
害
想
定
」を
作
成
し
た
。

◦��

家
の
中
を
裸
足
で
歩
か
な
い
。

◦��

集
合
住
宅
の
場
合
、避
難
の
時
に
エ
レ
ベ
ー

タ
は
絶
対
使
わ
な
い
（
炎
と
煙
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
階
段
で
避
難
す
る
）。

◦��

避
難
す
る
際
は
ブ
レ
ー
カ
を
切
る
。

◦�

周
囲
の
状
況
を
冷
静
に
判
断
し
て
、建
物

な
ど
か
ら
離
れ
た
安
全
性
の
高
い
場
所
に

避
難
す
る
。

◦�

避
難
が
必
要
な
と
き
は
、キ
ー
は
付
け
た
ま

ま
、ド
ア
ロ
ッ
ク
も
し
な
い
。
車
検
証
な
ど

の
貴
重
品
を
持
ち
だ
し
、徒
歩
で
避
難
す

る
。

こ
ん
な
と
き
は
…

◦�

月
に
一
度
は
家
族
で
防
災
会
議

を
開
き
、役
割
分
担
や
避
難
場

所
、連
絡
方
法
を
決
め
る
。

◦��

ガ
ラ
ス
に
よ
る
、け
が
を
防

止
す
る
た
め
、ス
リ
ッ
パ
や
ス

ニ
ー
カ
を
手
近
に
用
意
。
夜

間
の
停
電
時
で
も
分
か
る
よ

う
に
所
定
の
場
所
に
し
ま
う
。

◦��

懐
中
電
灯
は
も
ち
ろ
ん
、バ
ー

ル
や
ス
コ
ッ
プ
な
ど
救
出
用
具

を
用
意
し
て
お
く
。

対　策
い
ざ
と
い
う
と
き
に
自
信
を
持
っ

て
消
火
で
き
る
よ
う
練
習
し
て

お
く
。
消
火
器
の
位
置
、扱
い
方

の
確
認
や
水
の
く
み
置
き
。

対　策

　阪神・淡路大震災以来の最大震度7
を観測した新潟県中越地震。地震に伴
う土砂崩れにおいて、土砂に閉じ込めら
れた幼児を生命探査システムを用い、地
震発生から92時間後に救出したのが、
緊急消防援助隊として派遣されていた
消防救助機動部隊（通称ハイパーレス
キュー隊）だ。この模様は何度もテレビ
のニュース番組で放映され、記憶してい
る方も多いはずだ。
　ハイパーレスキュー隊は、阪神・淡路
大震災を教訓として東京消防庁に創設
された。阪神・淡路大震災では消防の
救助隊（レスキュー隊）だけでは対応で
きない状況が数多くあったからだ。そ
のため、特殊な技術・能力を有する隊員
と、大型重機などの特殊車両を備えたス
ペシャリスト部隊として誕生した。目的
は、多数の人命を早期に救助すること。
　そのため、部隊は、救助車などを備え
る「機動救助隊」、ドラグショベル、ク
レーン車などの大型重機や大型化学車

などを備える「機動特科隊」およ
び特殊救急車や遠距離大量送水
装備などを備える「機動救急救
援隊」により編成され、状況に応
じて、機動的に隊や車両、装備を
選択して現場に向かう。
　都内はもちろん国内で大規模
災害が発生した際は、前述した新潟県
中越地震のように緊急消防援助隊とし
て全国各地に派遣される。これまでに、
1996年12月の長野県小谷村土石流災
害、2000年3月の北海道有珠山噴火災
害などに派遣された。
　また海外で大規模災害が発生した際
は、国際緊急援助隊の国際消防救助隊
として派遣され、被災者の救助活動を行
う。1997年10月のインドネシア森林火
災、1999年1月のコロンビア地震、同年
8月のトルコ地震、同年9月の台湾地震、
2003年5月のアルジェリア地震、2004
年2月のモロッコ地震などに災害派遣
されてきた。最近では、今年5月に中国

で発生した四川大地震に派遣されたが、
生存率が極端に低下する地震発生から
72時間後の派遣だったこともあり、残念
ながら生存者を救出することはできな
かった。しかし、中国の新聞やウェブサ
イトには日本の援助隊を高く評価する
記事が掲載された。
　東京消防庁管内２ヶ所に配置されてい
たハイパーレスキュー隊は、2002年か
らは、放射性物質や生物剤、化学剤によ
る特殊災害へも対応するため、化学物質
などに関する高度な知識・技術を有す
る隊員と特殊災害対策車、救助車、救助
ロボットなどの車両から成る部隊が1部
隊増強され、現在3部隊となっている。
　また、今は東京都だけでなく、政令指
定都市消防本部などにもハイパーレス
キュー隊が組織されている。
　各ハイパーレスキュー隊とも、その任
務に基づき、期待された活動が行えるよ
う、平素から隊員の気力・体力の充実と
さまざまな状況を想定した訓練に励ん
でいるという。

家
の
中

屋
外

自
動
車
運
転
中

自
分
の
身
の
安
全
の
確
保
、家
族
や
周
囲
の

人
の
身
の
安
全
が
確
認
で
き
た
ら
、隣
近
所

で
協
力
し
合
っ
て
災
害
弱
者
の
安
全
確
保

や
、け
が
人
な
ど
の
確
認
、消
火
に
当
た
る
。

負
傷
者
の
救
出
・
救
護
を
図
る
。

隣
近
所
で
助
け
合
う
！

震
発
生
10
分
〜

地
自
分
の
身
の
安
全
が
確
保
で
き
た
ら
、家
族

や
周
囲
の
人
の
身
の
安
全
を
確
認
す
る
。
火

災
が
発
生
し
た
ら
大
声
で
知
ら
せ
た
り
、防

災
機
関
、防
災
組
織
の
情
報
を
確
認
す
る
。

避
難
に
は
絶
対
に
車
を
使
わ
ず
、電
話
は
緊

急
連
絡
を
優
先
す
る
。

周
囲
の
安
全
を
確
認
！

震
発
生
5
分
〜
10
分

地
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
死
亡
原
因
の
約

16
％
が
火
災
だ
っ
た
。
消
火
の
チ
ャ
ン
ス

は
、揺
れ
を
感
じ
た
時
、大
揺
れ
が
収
ま
っ

た
時
、出
火
直
後
の
３
度
あ
る
。
慌
て
ず
落

ち
着
い
て
！

し
っ
か
り
火
の
始
末
！

震
発
生
2
分
〜
5
分

地

I n t e r v i e w 災害の最前線で活躍　【ハイパーレスキュー隊】

たくさんの命を
できるだけ早く救うために

写真提供：東京消防庁 写真提供：東京消防庁

■首都直下地震による東京の被害想定　被害想定の一部を掲載

「首都直下地震による東京の被害想定」では東京湾北部地震と多摩直下地震を想定。規模はそれぞれM6.9とM7.3を想定
東京における地震被害想定の避難所への避難はピークとなる1日後の避難者数
阪神・淡路大震災の被害は2003年12月25日発表のもの

東京湾北部地震を想定 多摩直下地震を想定
地震の概要 発生 冬の夕方午後 6時頃 冬の夕方午後 6時頃

地震の規模 M=6.9 M=7.3
人的被害 死者 2,782 人 3,365 人

負傷者（重傷+軽傷） 74,645 人 85,889 人
建物被害 全壊+半壊+一部損壊 274,774 棟 354,839 棟
避難所への避難 2,708,019 人 3,131,180 人
水道断水 断水率 24.5% 断水率 29.1%
ガス供給停止 停止率 6.4% 停止率 0%
停電 停電率 9.2% 停電率 11.7%
火災 消失棟数 183,034 棟 293,076 棟

訓練の様子（写真提供：東京消防庁）

【参考】阪神・淡路大震災
1995 年 1月17日午前 5時 46分

Ｍ=7.3
6,433 人
43,792 人
512,882 棟

約 237,000 人
約 130 万戸
約 86万戸
約 260万戸
7,483 棟
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ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
本
格
的
な
復
旧
活
動
が

始
ま
る
。
被
災
者
が
通
常
の
生
活
に
戻
る

た
め
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
行
政
機
関
と

の
協
働
に
よ
り
、生
活
再
建
と
地
域
の
復
興

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
域
力
を
生
か
し
た

復
興
を
進
め
る

震
発
生
3
日
以
降

地
◦��

安
否
を
互
い
に
知
ら
せ
る
。

◦���

災
害
要
援
護
者
を
守
る
。

　

�

高
齢
者
、障
害
者
、妊
産
婦
、乳
幼
児
、児

童
、外
国
人
な
ど
は
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、情
報
把
握
、避
難
、生
活
確
保
な
ど
の
活

動
が
行
い
に
く
い
立
場
に
置
か
れ
る
。

◦
高
齢
者
へ
の
対
応

　

�

援
助
が
必
要
な
時
は
、で
き
る
だ
け
複
数

の
人
で
対
応
。

◦
目
の
不
自
由
な
方
へ
の
対
応

　

�

杖
を
持
っ
た
手
は
と
ら
ず
、ひ
じ
の
あ
た
り

に
触
れ
な
が
ら
歩
く
。
方
向
な
ど
は
時
計

の
文
字
盤
の
位
置
を
想
定
し
て
伝
え
る
。

◦
耳
が
不
自
由
な
方
へ
の
対
応

　

�

筆
談
は
分
か
り
や
す
く
。
手
の
ひ
ら
に
指

先
で
字
を
書
く
方
法
で
も
よ
い
。
話
を
す

る
時
は
、顔
を
ま
っ
す
ぐ
向
け
、口
を
大
き

く
動
か
し
、ゆ
っ
く
り
と
話
す
。

◦
肢
体
の
不
自
由
な
方
へ
の
対
応

　

�一
人
で
援
助
が
困
難

な
時
は
近
く
の
人
に

協
力
を
求
め
る
。
車

い
す
を
階
段
で
援
助

す
る
時
は
３
〜
４
人

で
行
う
。
上
が
る
時

は
前
向
き
、下
が
る

時
は
後
ろ
向
き
に
。

◦�

外
国
人
旅
行
者

　

な
ど
へ
の
対
応

　

�

身
振
り
、手
振
り
で
話
し
か
け
孤
立
さ
せ
な

い
。

防
災
訓
練
へ
の
参
加
、防
災
市
民

組
織
へ
の
参
加
な
ど
、い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
て
、隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
っ
て
お
く
。

対　策
◦�

自
分
や
家
族
に
合
っ
た
非
常

持
ち
出
し
品
を
用
意
し
て
お

く
。
安
全
な
避
難
経
路
を
あ

ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
く
。

◦�

避
難
所
は
、各
区
市
町
村
に
お

い
て
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ

て
い
る
の
で
、必
ず
確
認
し
て

お
く
。

対　策
日
頃
か
ら
自
分
の
住
ん
で
い
る

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
活
動
に
参
加

し
、ご
近
所
と
の
人
間
関
係
を
築

い
て
お
く
。

対　策
地
震
発
生
後
の
数
日
間
は
水
道
、ガ
ス
、電
気
、

電
話
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
、食
料
の
流
通

が
途
絶
え
る
。
2
〜
3
日
間
は
自
分
で
ま
か

な
え
る
よ
う
日
頃
か
ら
備
え
て
お
く
。

2
〜
3
日
は
自
分
で
ま
か
な
う

震
発
生
半
日
〜
3
日

地

4
0
0
万
人
以
上
の

帰
宅
困
難
者

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
は
大
混
乱

　

都
市
型
災
害
な
ら
で
は
の
被
害
が
帰
宅

困
難
者
だ
。
震
度
５
強
の
場
合
に
は
ほ
と

ん
ど
の
交
通
機
関
が
停
止
す
る
た
め
、い
ず

れ
の
地
震
規
模
で
も
都
全
体
で
外
出
者
（
都

内
滞
留
者
）約
1
、1
4
4
万
人
の
う
ち
、約

3
9
2
万
人
（
約
34
％
）の
帰
宅
困
難
者
が

発
生
す
る
。
地
震
発
生
直
後
の
主
要
な
タ
ー

ミ
ナ
ル
駅
で
は
、約
10
〜
20
万
人
の
滞
留
者

で
混
乱
し
、最
終
的
に
帰
宅
で
き
な
い
帰
宅

困
難
者
数
は
、観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
国
内

各
地
か
ら
東
京
を
訪
れ
る
者
約
55
万
人
、海

外
か
ら
の
訪
問
者
約
７
、9
0
0
人
を
合
わ

せ
る
と
、約
4
4
8
万
人
と
な
る
。

　

な
お
、都
市
型
災
害
の
特
徴
で
あ

る
鉄
道
の
運
転
停
止
に
伴
う

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
の
混
乱
状

況
は
図
の
通
り
。

　

こ
れ
ま
で
帰
宅
困
難
者
が
大
量
に
発
生

し
た
災
害
を
経
験
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、帰
宅
困
難
者
に
関
す
る
安
否
確
認
情

報
、帰
宅
の
円
滑
化
、タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
の

混
乱
防
止
な
ど
数
多
く
の
課
題
が
あ
る
の

も
事
実
だ
。

　

と
は
い
え
、こ
う
し
た
帰
宅
困
難
者
へ
の

支
援
策
に
も
各
方
面
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

八
都
県
市
（
埼
玉
県
、さ
い
た
ま
市
、東
京

都
、千
葉
県
、千
葉
市
、神
奈
川
県
、横
浜
市
、

川
崎
市
）は
「
災
害
時
に
お
け
る
帰
宅
困
難

者
支
援
に
関
す
る
協
定
」を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
の

事
業
者
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
協
定
に
賛

同
し
た
店
舗
を
「
災
害
時
帰
宅
支
援
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
エ
イ
ド
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）」と
呼

び
、店
舗
の
入
り
口
な
ど
に
黄
色
の
ス
テ
ッ

カ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、日
本
赤
十

字
東
京
支
部
で
は
、幹

線
道
路
沿
い
に
エ
イ

ド
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
設
置
す
る
計
画
を

策
定
し
て
い
る
。

　

あ
る
い
は
、「
む
や
み
に
移
動
を
開
始
し

な
い
」こ
と
の
企
業
な
ど
へ
の
周
知
も
図
ら

れ
て
い
る
。
動
く
こ
と
で
混
乱
が
拡
大
す

る
こ
と
か
ら
、交
通
機
関
が
復
旧
す
る
ま
で

し
ば
ら
く
は
事
業
所
な
ど
で
数
日
間
過
ご

せ
る
よ
う
、企
業
内
で
の
備
蓄
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、東
京
都
の
備
蓄
に
つ
い
て

は
、麻
布
十
番
駅
地
下
、清
澄
白
河
駅
地
下
、

都
庁
第
2
本
庁
舎
な
ど
都
内
十
数
カ
所
に

お
米
や
ク
ラ
ッ
カ
ー
、乾
パ
ン
な
ど
が
備
蓄

さ
れ
て
い
る
。
立
川
に
あ
る
政
府
倉
庫
の

み
で
も
都
民
の
約
５
日
分
の
必
要
量
が
保

管
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

災
害
に
強
い
都
市
づ
く
り

　

2
0
0
6
年
12
月
、東
京
都
は
「
10
年
後

の
東
京
」を
策
定
し
た
。
こ
の
中
で
東
京
都

は
、近
未
来
に
向
け
、都
市
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
だ
け
で
な
く
、環
境
、安
全
、文
化
、観
光
、

産
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、よ
り
高
い

レ
ベ
ル
の
成
長
を
遂
げ
て
い
く
姿
を
描
き

出
し
た
。
そ
の
10
年
後
の
東
京
で
示
し
た

姿
の
一
つ
が
、地
震
が
怖
く
な
い
東
京
を
つ

く
る
こ
と
だ
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、建
物
倒
壊
な

ど
に
よ
る
死
者
が
犠
牲
者
の
8
割
を
超
え
、

建
物
倒
壊
に
よ
る
道
路
閉
鎖
が
避
難
・
消

火
・
救
助
活
動
の
障
害
と
な
っ
た
。

　

都
内
に
は
1
9
8
1
年
以
前
の
旧
耐
震

基
準
で
建
て
ら
れ
た
建
物
が
多
く
、都
内
に

あ
る
建
物
の
約
4
分
の
1
は
震
災
時
に
倒

壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
住
宅
の
耐
震
化
率

は
2
0
0
5
年
度
末
で
約
76
％
だ
。

　

そ
こ
で
、緊
急
輸
送
道
路
全
路
線
の
沿
道

建
物
を
重
点
的
に
耐
震
化
を
図
る
予
定
だ
。

同
時
に
、震
災
時
の
拠
点
と
な
る
防
災
上
重

要
な
建
築
物
の
耐
震
化
も
1
0
0
％
に
な

る
よ
う
進
め
る
計
画
だ
。

　　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
〝
い
ざ
と
い
う

と
き
の
行
動
や
そ
の
対
策
〟は
あ
く
ま
で
も

例
に
す
ぎ
な
い
。
家
族
や
地
域
社
会
の
中

で
、定
期
的
に
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
う
機

会
を
持
つ
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
。
大

地
震
に
備
え
て
お
け
ば
、ほ
と
ん
ど
の
災
害

に
対
応
で
き
る
。
日
本
周
辺
で
は
、い
つ
ど

こ
で
大
地
震
が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
に
あ
る
と
い
う
。
備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
で
あ
る
。

災害用伝言ダイヤル

地震などの災害発生により
被災地への通信が増加し、
つながりにくい状況になった
場合に提供が開始されます。

●伝言を録音する
171-1-自宅の電話番号など
（被災地）
●伝言を再生する
171-2-相手の電話番号など
（被災地）

■主要なターミナル駅別
　滞留者数および
　帰宅困難者数

■�帰宅距離が10�㎞以内は全員「帰宅
可能」とする。�
■�10 〜 20�㎞は、１㎞距離が増すご
とに「帰宅可能」者が10％ずつ逓減
（ていげん）するものとする。20�㎞
以上は全員「帰宅困難」とする。
■�「首都直下地震による東京の被害想
定」より抜粋

72時間が
生存確率の分かれ目といわれる理由

防庁消防研究センターによると、1995年の阪
神大震災の際は、地震発生初日に生き埋めから

救出された人の生存率は80％を超え、2日目は28.5％、
3日目も21.8％だった。しかし4日目は5.9％、5日目は
1.7％と「72時間」を超えると、生存率が急激に下がる。
神戸市内では、救出された生存者のうち96％が72時間
以内だった。地震による外傷の悪化や脱水症状、ストレ
スなどに耐えられる時間的限界がおよそ72時間という
ことだ。そうしたことから、生き埋めとなった被害者の
生死の分岐点は72時間といわれるようになった。

防災帰宅マップ

宅支援マップの出版やインター
ネットによる帰宅支援マップ

サービスなどがあるが、自身で会社から
自宅までの道のりや、自宅から避難所ま
での道のりを確認し、オリジナルの防災
マップを作成してみてはいかがだろう
か。大地震が発生すれば電車はストップ

し、緊急車両が優先されるため、マイカー
での移動も難しくなる。一度、会社から
家まで歩きながらエイド・ステーション
（帰宅困難者を支援するコンビニやガソ
リンスタンドなど）を確認する。広い幹
線道路を利用する最低3経路は把握して
おくのが安心だ。また、東京は変化の激
しい場所でもあるので、できれば定期的
に確認したいものだ。

消

帰

非常持出品例
貴重品（現金、通帳、印
鑑など）、非常食品、飲
料水、携帯ラジオ、懐中
電灯、応急医薬品、その
他の生活用品（下着、
タオル雨具など）

0

20

40

60

80

100
（%）

80%以上

28.5%

21.8%
5.9%

1.7%

1日目（24時間） 2日目（48時間） 3日目（72時間） 4日目（96時間） 5日目（120時間）

72時間経過

■生き埋めから救出された人の生存率

滞留者数
16 万 7197�人
帰宅困難者
9 万 594�人�

滞留者数
18 万 2858 人
帰宅困難者
10 万 3595 人�

滞留者数
12 万 7864�人
帰宅困難者
8 万 9130�人�

滞留者数
19 万 8309 人�
帰宅困難者
14 万 2428�人�

滞留者数
16 万 5733�人
帰宅困難者
8 万 4764�人�

JR山手線

渋谷

新宿

池袋

東京

上野

品川

滞留者数
8 万 9894�人
帰宅困難者
4 万 4234�人�
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ホ
テ
ル
春
日
居

ホ
テ
ル
の
快
適
性
と
旅
館
の

お
も
て
な
し

　

ホ
テ
ル
春
日
居
は
、山
梨
県
甲
府
盆
地
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
す
る
自
然
豊
か
な
温
泉
地
、春

日
居
温
泉
に
1
9
9
6
年
に
開
業
し
た
ホ
テ
ル

で
す
。
ホ
テ
ル
な
ら
で
は
の
快
適
性
を
保
ち
な

が
ら
、旅
館
の
よ
う
な
温
か
い
お
も
て
な
し
で

お
客
さ
ま
を
迎
え
る
の
が
同
ホ
テ
ル
の
コ
ン
セ

プ
ト
。
ゆ
と
り
の
あ
る
客
室
か
ら
大
浴
場
、大
小

の
宴
会
場
、レ
ス
ト
ラ
ン
や
ワ
イ
ン
バ
ー
、プ
ー

ル
な
ど
、充
実
し
た
施
設
が
そ
の
魅
力
を
支
え

て
い
ま
す
。
近
年
は
新
た
に
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク

サ
ロ
ン
や
岩
盤
浴
な
ど
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
施

設
も
導
入
し
、お
客
さ
ま
に
く
つ
ろ
い
で
い
た

だ
け
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、現
在
の
よ
う
な
快
適
性
を
実
現
す

る
ま
で
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
ク
リ
ア
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

空
調
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
実
現

　

大
き
な
課
題
だ
っ
た
の
が
、客
室
の
温
度
管

理
で
す
。
ホ
テ
ル
春
日
居
は
、盆
地
特
有
の
地

形
や
気
候
の
影
響
を
受
け
朝
夕
の
気
温
差
が
激

し
く
、ま
た
、日
が
当
た
る
南
側
の
客
室
と
日
が

差
さ
な
い
北
側
の
客
室
で
は
、5
℃
前
後
の
温

度
差
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
直
射

日
光
が
当
た
り
続
け
る
と
、南
側
の
客
室
は
冬

で
も
冷
房
が
必
要
な
ほ
ど
室
温
が
上
昇
し
て
し

ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
既
存
の
空
調
設
備
は

季
節
に
合
わ
せ
て
冷
暖
房
を
切
り
替
え
る
た

め
、冬
に
は
暖
房
し
か
で
き
ず
、お
客
さ
ま
の
ク

レ
ー
ム
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
春
日
居
は
こ
の
課
題
を
山
武
に
相

談
。
解
決
策
と
し
て
提
案
さ
れ
た
の
が
、部
屋
ご

と
に
年
間
を
通
し
て
自
由
に
冷
房
と
暖
房
の
切

り
替
え
が
で
き
る
ホ
テ
ル
客
室
向
け
に
開
発
さ

れ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
空
調
機
※
１
で
し
た
。

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
空
調
機
の
導
入
と
管
理
会
社

に
よ
る
設
備
の
効
率
的
な
運
用
に
よ
り
、お
客
さ

ま
の
ク
レ
ー
ム
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。

加
え
て
排
熱
を
効
率
よ
く
利
用
で
き
る
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、そ
の
他
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
分
と

合
わ
せ
て
年
間
3
0
0
t
以
上
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出

削
減
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

目
標
を
大
幅
に
上
回
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
を
達
成

　

ホ
テ
ル
春
日
居
は
、早
く
か
ら
発
電
機
を
導
入

す
る
な
ど
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
対
し
て
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
ホ
テ
ル
で
す
。
そ
こ
で

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
空
調
機
の
導
入
と
同
時
に
、施
設

全
体
の
運
営
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
に
も
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

中
央
監
視
装
置
に
建
物
管
理
シ
ス
テ
ム

savic-net™
 FX

を
導
入
し
てB

E
M

S

※
２

と

し
て
機
能
さ
せ
、監
視
、制
御
、管
理
も
併
せ
て

行
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
バ
ー
タ
の
導
入
に
よ
り
、

室
内
温
度
を
常
に
一
定
に
保
ち
な
が
ら
空
調
機

フ
ァ
ン
の
動
力
が
最
小
限
と
な
る
よ
う
制
御

し
、フ
ァ
ン
動
力
の
電
力
量
を
削
減
。
ま
た
、室

内
の
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
に
応
じ
て
外
気
取
入
量
を
極

力
抑
え
る
こ
と
で
空
調
消
費
熱
量
を
削
減
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、当
初
目
標
だ
っ
た
4
％
の

年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
削
減
を
大
幅
に
上
回

り
、8.5
％
の
削
減
を
達
成
し
ま
し
た
。

「
お
客
さ
ま
の
快
適
性
を
損
な
う
こ
と
な
く
、大

幅
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
導
入
後
も

設
備
管
理
の
作
業
負
担
は
増
え
ず
に
済
み
、と

て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
」（
組
沢
氏
）

ホ
テ
ル
業
界
で
は
初
の

自
主
参
加
型
排
出
量
取
引

　

こ
れ
ら
の
設
備
改
修
工
事
は
山
武
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、2
つ
の
補
助
事
業
制
度
を

活
用
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

空
調
機
の
導
入
は
環
境
省
が
執
り
行
う
自
主
参

加
型
国
内
排
出
量
取
引
制
度
※
３

か
ら
、BEM

S

に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
はN

ED
O

※
４

の

BEM
S

導
入
支
援
事
業
か
ら
補
助
を
受
け
、導
入

費
用
の
約
3
分
の
1
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

「
2
つ
の
補
助
事
業
を
同
じ
年
に
取
得
で
き
た
こ

と
で
、一
気
に
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、

効
果
が
高
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
2
0
0
5
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
自
主
参
加
型
国
内
排
出
量
取
引

制
度
に
ホ
テ
ル
が
参
加
す
る
の
は
業
界
初
の
試

み
で
あ
り
、業
界
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
き
っ
か

け
に
も
な
り
ま
し
た
」（
沖
山
氏
）

　

ホ
テ
ル
春
日
居
で
は
、
2
0
0
6
年
4
月
か

ら
山
武
が
実
施
し
て
い
る
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、ホ
テ
ル
で
使
用
す
る
電
力

の
10
万
k
W
h
を
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄

う
こ
と
も
始
め
ま
し
た
。
環
境
負
荷
の
軽
減
に

向
け
て
、よ
り
一
層
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
施
設
の
改
修
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
今
回
の

取
組
み
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
完
成
し
ま
し
た
。
今
後

は
、日
照
時
間
が
長
い
山
梨
の
気
候
の
特
徴
を
生

か
し
て
太
陽
光
発
電
を
行
う
な
ど
、さ
ら
な
る
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
み
、お
客
さ
ま
の
快
適
性

と
環
境
負
荷
の
軽
減
を
同
時
に
追
求
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
沖
山
氏
）

＊ 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
空
調
設
備
お
よ
びBEM

S

設
備
の
設
計
：

　

株
式
会
社
佐
野
建
築
研
究
所

２つの補助事業を効果的に活用し
快適性と省エネルギーを同時に追求

ホテル春日居は、安らぎのお部屋、あ
たたかなお風呂、そしてワインバー
など、お客さまの五感を癒し、日常か
ら解放される旅の時間を彩る自慢の
施設です。

所 在 地
電 話
U R L
客 室 数

主な館内施設

：
：
：
：

：

山梨県笛吹市春日居町小松855
0553-20-2000
http://www.hotel-kasugai.com/
全87室

（和室66室、洋室19室、和洋室2室）
エステティックサロン、薬石浴

（ 嵐 の 湯 ）、プ ー ル、レ ス ト ラ ン
CHIYODA、ワインバー Italian

ホテル春日居

管理しやすいように整理されたsavic-net FXの画面。
ホテル内の設備管理を行う

51㎡の洋室からは、甲府盆地が一望できる

客室のきめ細かい空調ニーズに対応するため、ハイブリッド空
調機を導入。お客さまからのクレームがなくなり、使用熱量も
低減されました。また、ホテル全体の省エネルギー対策を実施。
NEDOと環境省の補助事業を有効に活用し、お客さまの快適
性を改善しながら省エネルギーと省コストを実現しています。

※ 1  ハイブリッド空調機
　 送られた水の温度に従って冷暖房する

ファンコイルと、水温に関係なく冷暖房
を行えるヒートポンプを組み合わせた空
調機。既存の熱源設備や配管の改修をし
なくても暖房シーズンに冷房することや、
冷房シーズンに暖房することが可能な空
調システム。年間を通してゲストのニー
ズに合わせた冷暖房を実現。高効率のヒー
トポンプは省エネルギーにも貢献。

 ※ 2  BEMS
（Building and Energy Management System）
　 ビルや工場、地域冷暖房といった設備全

体の省エネルギー監視・制御を自動化し、
建物全体のエネルギー消費を最小化する
システムの総称。NEDO の導入促進事業
として補助金の対象となっている。

※ 3  自主参加型国内排出量取引制度
　 参加者が一定量の排出削減を約束すること

で、CO2 排出抑制設備の導入に対する補助
金と排出枠の交付を受ける制度。1 年間削
減対策を実施し、自社の排出量に応じて過
不足分を参加企業内で売買して補う仕組み。

※ 4  NEDO
　 独立行政法人 新エネルギー・産業技術

総合開発機構。日本の産業技術とエネル
ギー・環境技術の研究開発および、その
普及を推進する日本最大規模の中核的な
研究開発実施機関。

用 語 解 説

甲府ビルサービス株式会社
技術管理部 設備管理課
ホテル春日居 設備担当
係長 
組沢 安治氏

ホテル春日居
支配人
沖山 二郎氏

クリーンエネルギーでホテルで使用する電力の一部
を賄っている、グリーン電力証書

透明で肌に優しい、良質な春日居天然温泉
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日
産
自
動
車
株
式
会
社 

栃
木
工
場

一
貫
生
産
体
制
の
も
と
、

完
成
車
や
車
軸
な
ど
の
部
品
を

世
界
に
供
給

　
「
人
々
の
生
活
を
豊
か
に
」を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲

げ
、製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ
た
価
値
の

創
造
は
も
と
よ
り
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る

あ
ら
ゆ
る
事
業
活
動
を
通
し
て
、社
会
の
さ
ら

な
る
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
、

日
産
自
動
車
株
式
会
社
。
そ
の
ク
ル
マ
づ
く
り

に
お
い
て
、重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の

が
、今
年
で
生
産
開
始
40
周
年
を
迎
え
た
栃
木

工
場
で
す
。
日
産
の
国
内
工
場
の
中
で
も
最

大
の
敷
地
面
積
を
誇
り
、プ
レ
ジ
デ
ン
ト
、フ
ー

ガ
、シ
ー
マ
、ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、フ
ェ
ア
レ
デ
ィ

Ｚ
な
ど
の
高
級
車
や
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
の
部
品
製

造
か
ら
組
立
ま
で
を
行
う
、一
貫
生
産
体
制
を

構
築
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、グ
ロ
ー
バ
ル
ブ
ラ
ン

ド
「
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
」の
海
外
向
け
完
成
車
の

ほ
か
、世
界
の
日
産
工
場
に
ア
ク
ス
ル
（
車
軸
）

な
ど
の
部
品
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

苛
酷
な
環
境
の
金
属
加
工
工
程
で

高
い
性
能
を
発
揮
す
る
近
接
セ
ン
サ

　

工
場
は
、実
験
、車
両
、塗
装
、車
体
、鋳
造
部

門
な
ど
に
分
か
れ
、第
三
製
造
部
第
三
工
務
課

は
、車
軸
工
場
の
工
作
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

や
生
産
ラ
イ
ン
ト
ラ
ブ
ル
時
で
の
迅
速
な
復

旧
、原
因
究
明
と
い
っ
た
保
全
業
務
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

　

車
軸
製
造
で
は
金
属
を
削
る
と
い
う
加
工

工
程
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、同
社
工
場
で
は

1
0
0
0
台
ほ
ど
の
N
C
工
作
機
械
※
１
が
稼
働

し
て
い
ま
す
。
そ
の
円
滑
な
稼
働
の
鍵
を
握
っ

て
い
る
の
が
、生
産
ラ
イ
ン
で
加
工
す
る
金
属

材
料
の
有
無
を
検
知
し
、加
工
機
械
の
正
確
な

動
作
を
実
現
す
る
近
接
セ
ン
サ
※
2
で
す
。
ま
さ

に
部
品
加
工
の
命
と
も
い
え
る
存
在
で
す
。

　

車
両
部
品
な
ど
の
金
属
加
工
の
現
場
で
は
大

量
の
ク
ー
ラ
ン
ト
※
3
を
使
い
ま
す
が
、よ
り
加

工
精
度
や
ス
ピ
ー
ド
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

従
来
の
油
性
か
ら
水
溶
性
ク
ー
ラ
ン
ト
へ
の
切

り
替
え
が
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、こ
の
ク
ー

ラ
ン
ト
は
セ
ン
サ
の
ケ
ー
ブ
ル
に
使
用
し
て
い

る
樹
脂
剤
や
ゴ
ム
剤
へ
の
浸
透
性
が
高
く
、セ

ン
サ
の
誤
作
動
を
発
生
さ
せ
る
と
い
う
課
題
も

抱
え
て
い
ま
し
た
。

「
セ
ン
サ
本
体
の
外
観
上
は
何
の
異
常
も
な
い

の
に
、誤
作
動
が
発
生
し
ま
す
。
そ
の
原
因
究

明
や
セ
ン
サ
交
換
の
た
め
に
生
産
ラ
イ
ン
が
ス

ト
ッ
プ
す
る
ケ
ー
ス
が
起
き
て
い
ま
し
た
。
時

間
や
コ
ス
ト
の
ム
ダ
は
も
ち
ろ
ん
、不
良
品
の

発
生
に
も
つ
な
が
り
、大
き
な
課
題
で
し
た
」

（
山
中
氏
）

　

山
武
は
、こ
の
誤
作
動
の
原
因
が
浸
透
性
の

高
い
ク
ー
ラ
ン
ト
に
よ
る
ケ
ー
ブ
ル
絶
縁
劣
化

や
断
線
な
ど
に
起
因
す
る
と
考
え
、製
品
開
発

部
門
と
の
連
携
を
図
る
中
で
、耐
ク
ー
ラ
ン
ト

対
策
を
施
し
た
新
製
品
で
あ
る
耐
環
境
形
近
接

セ
ン
サ FL7M

-C

シ
リ
ー
ズ
を
提
案
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、ケ
ー
ブ
ル
の
材
質
を

従
来
製
品
の
塩
化
ビ
ニ
ル
か
ら
耐
油
性
能
の
高

い
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
へ
変
更
。
ケ
ー
ブ
ル
心
線
か

ら
の
本
体
基
板
に
通
じ
る
経
路
の
各
材
料
間
に

確
実
な
接
着
を
施
す
な
ど
、ク
ー
ラ
ン
ト
の
浸

水
に
対
す
る
徹
底
し
た
対
策
を
施
し
た
製
品
で

す
。
詳
細
な
比
較
評
価
デ
ー
タ
な
ど
を
も
と
に

提
案
を
行
い
ま
し
た
。

「
説
得
力
の
あ
る
提
案
に
た
め
ら
う
こ
と
な
く
、

新
製
品
を
納
入
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し

た
」（
山
中
氏
）と
の
了
承
を
得
て
、導
入
が
決

定
。
同
社
工
場
の
夏
期
休
暇
中
の
設
置
と
い
う

タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
が
、無
事
に

耐
環
境
形
近
接
セ
ン
サ FL7M

-C

シ
リ
ー
ズ
を

納
入
、設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

品
質
向
上
や
コ
ス
ト
削
減
に

つ
な
が
る
積
極
的
な
提
案
に
期
待

　

導
入
時
に
は
数
個
の
設
置
で
し
た
が
、
1
年

経
っ
た
今
で
は
、50
個
ほ
ど
の
近
接
セ
ン
サ
が

生
産
ラ
イ
ン
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

「
大
量
の
ク
ー
ラ
ン
ト
を
使
用
す
る
金
属
加
工

の
現
場
は
、セ
ン
サ
に
と
っ
て
も
非
常
に
苛
酷

な
環
境
で
す
が
、セ
ン
サ
の
誤
作
動
に
よ
る
ラ

イ
ン
停
止
の
頻
度
が
減
少
し
て
お
り
、山
武
の

製
品
が
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
内

藤
氏
）

「
工
作
機
械
の
ラ
イ
ン
停
止
が
1
日
に
10
～
15

回
発
生
し
て
い
ま
し
た
が
、山
武
の
近
接
セ
ン

サ
を
導
入
後
は
1
日
1
回
程
度
に
減
り
ま
し

た
。
ま
た
、ク
ー
ラ
ン
ト
か
ら
セ
ン
サ
を
守
る

た
め
に
取
り
付
け
て
い
た
カ
バ
ー
も
必
要
な
く

な
り
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
時
間
が
大
幅
に
削
減

で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
稼
働
率
が
7
～

8
%
向
上
し
ま
し
た
」（
豊
川
氏
）

　

日
産
栃
木
工
場
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、“
品
質
世

界
N
o
・
1
を
目
指
せ
”。
そ
の
実
現
に
向
け
て

工
務
・
製
造
が
一
体
と
な
り
、さ
ま
ざ
ま
な
努
力

と
創
意
工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。

「
車
軸
は
ク
ル
マ
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
部

分
。
そ
の
品
質
向
上
は
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た

大
き
な
使
命
で
す
。
今
回
の
近
接
セ
ン
サ
の
導

入
に
限
ら
ず
、品
質
向
上
や
コ
ス
ト
削
減
に
つ

な
が
る
積
極
的
な
提
案
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
」（
山
中
氏
）

　

お
客
さ
ま
の
信
頼
に
応
え
る
山
武
の
真
価
が

こ
れ
か
ら
も
問
わ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

金属加工工程の課題を解決するため
耐環境形近接センサの提供で
生産ラインの安定稼働に貢献

CO2排出量の削減や資源の有効活
用、環境リスクの低減など環境への
取組みを推進するほか、社員全員が
参加して、ドリンク缶のプルトップ
収集による車いす寄贈活動も展開
しています。

所 在 地
生 産 開 始
敷 地 面 積
生 産 能力
生 産 品目

：
：
：
：
：

栃木県河内郡上三川町上蒲生2500
1968年
約2,922,000㎡
25万台／年
プレジデント、シーマ、フーガ、スカ
イライン、フェアレディ Z、インフィ
ニティなど。アクスル（車軸）の組立・
機械製造、鋳造

第三製造部 
第三工務課
工長
内藤 清晴氏

第三製造部 
第三工務課
工長
山中 晴美氏

日産自動車株式会社 栃木工場

トランスファーマシン。マシニングセ
ンターを組み合わせて金属部品を自動
搬送し、ラインを１周することで一つの
部品加工が完成する

完成車はもとより、全世界の日産工場へ供給する車軸など部品
生産を担う栃木工場。その金属加工工程で誤作動を防ぐクーラ
ント対策を施した耐環境形近接センサが、生産ラインの安定稼
働、世界No.1品質を目指す日産のものづくりの実現に寄与して
います。

※ 1   NC（Numerical Control）
　　  工作機械
　 複雑な形状加工や同じものを同じ精度で

再現して作る加工工程を数値と符号で指
令し、自動制御装置とコンピュータを併
用して自動加工できるようにした工作機
械。工作物や工具の位置、速度や移動経
路などの運動条件を数値で表し、機械を
制御する。

※ 2  近接センサ
　 高周波磁界によって金属を検出するセン

サで、被検出体の通過や、正規位置への
停止を検出する用途に使用されている。

※ 3  クーラント
　 金属加工時に使用する切削油。各種金属

などを切削する際、工作機械を高速回転
させるため、刃物や製品の温度が上昇す
る。その上昇を抑えるためにクーラント
をかけながら冷却し、切削作業を行う。
従来は油性のものが利用されていたが、
近年では水溶性のクーラントが主流と
なっている。

用 語 解 説

 加工動作部に設置された耐環境形近接センサFL7M-Cシリーズ。加工
を行う金属ブロックがあることを検知すると工作機械が動作し、加工
終了後に機械は停止する。クーラントと切りくずの厳しい環境で生産
ラインの安定稼働に寄与している

第三製造部 
第三車軸課
工長
豊川 広氏

 耐環境形近接センサ FL7M-Cシ
リーズ。ケーブルの材質は耐油
性能の高いポリウレタン。コネ
クタ部分にはクーラントの浸水
に対する徹底した対策を施した

Field

金属の切削加工を行うマシニングセ
ンター。加工動作部に金属を感知す
る近接センサが取り付けられている

Sep.2008 1011 Sep.2008



阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

き
っ
か
け
に
作
成
し
た

『
地
震
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
』

　

6
5
0
0
人
あ
ま
り
の
死
者
を
出
し

た
1
9
9
5
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
。

幸
い
山
武
グ
ル
ー
プ
の
施
設
に
つ
い
て

は
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

数
多
く
の
お
客
さ
ま
が
被
害
を
受
け
、お

客
さ
ま
の
設
備
復
旧
、安
全
確
保
に
山
武

は
全
力
を
尽
く
し
た
。
阪
神
・
淡
路
大

震
災
は
交
通
、電
気
、水
道
、ガ
ス
、電
話

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
機

能
し
な
く
な
り
、都
市
型
災
害
に
対
す
る

防
災
と
い
う
課
題
を
残
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
山
武
は
「
地
震
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」を
編
成
し
、地
震

対
策
全
般
の
計
画
に
取
り
組
ん
だ
。
こ

う
し
て
ま
と
め
た
『
地
震
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
』を
1
9
9
6
年
に
グ
ル
ー
プ
各
社

に
配
布
し
た
。
こ
れ
は
、地
震
の
起
こ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
を
就
業
時
間
中
、休
日
・
深

夜
に
分
け
、発
生
場
所
も
複
数
想
定
し
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

1
9
9
6
年
と
2
0
0
1
年
に
は
全
社

を
あ
げ
た
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と

で
全
社
員
の
防
災
意
識
を
促
し
、以
後
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
な
ど
を
図
っ
て

い
る
。

　

最
近
で
は
、
2
0
0
6
年
に
「
山
武

グ
ル
ー
プ
防
災
連
絡
会
議
」を
発
足
。
こ

れ
は
グ
ル
ー
プ
会
社
を
含
め
た
全
体
と

し
て
防
災
を
考
え
る
組
織
だ
。
同
会
議

で
は
、災
害
時
の
緊
急
連
絡
網
の
整
備
な

ど
優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
防
災
計
画

を
立
案
・
実
施
し
て
い
る
。

社
員
の
安
全
確
保
を
目
指
し
た

体
制
と
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

山
武
の
主
な
防
災
活
動
の
中
で
、最
優

先
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
社
員
と
そ
の
家

族
の
安
否
確
認
で
あ
る
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
が
起
こ
っ
た
翌
年
に
は
、早
速
、

電
話
を
使
っ
て
「
私
は
無
事
で
す
」と
登

録
で
き
る
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
た
。
そ
の
後
、携
帯
電
話
の
普
及
や
Ｉ

Ｔ
の
進
化
も
あ
り
、会
社
側
か
ら
「
無
事

で
す
か
」と
問
い
か
け
る
プ
ッ
シ
ュ
型
の

シ
ス
テ
ム
へ
と
発
展
。
ツ
ー
ル
も
携
帯

電
話
、
W
e
b
、メ
ー
ル
な
ど
多
様
化
に

対
応
し
て
い
る
。
現
在
、グ
ル
ー
プ
社
員

は
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
利
用
方
法
が
記
載

さ
れ
た
災
害
時
安
否
報
告
カ
ー
ド
を
常

に
携
帯
し
て
い
る
。
地
震
被
災
地
へ
の

電
話
は
集
中
と
混
雑
に
よ
り
、つ
な
が
り

に
く
く
な
る
た
め
、電
話
以
外
の
ツ
ー
ル

も
活
用
し
速
や
か
に
安
否
確
認
で
き
る

よ
う
に
安
否
報
告
訓
練
を
毎
年
実
施
し

て
い
る
。

　

一
方
、社
員
や
来
訪
者
の
安
全
確
保

の
た
め
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し

て
い
る
。
全
国
各
地
に
あ
る
3
0
0
以

上
の
山
武
グ
ル
ー
プ
が
入
居
す
る
建
屋

全
フ
ロ
ア
の
危
険
個
所
を
点
数
化
し
、随

時
、危
険
個
所
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、施
設
・
建
物
、生
産
・
設
備
・

装
置
、部
材
等
の
保
管
、社
内
イ
ン
フ
ラ

な
ど
の
項
目
ご
と
に
防
災
基
準
を
定
め
、

グ
ル
ー
プ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
浸

透
さ
せ
る
予
定
だ
。

　

神
奈
川
県
か
ら
愛
知
県
に
か
け
て
の

広
い
範
囲
で
強
い
揺
れ
が
起
こ
る
と
い

わ
れ
る
東
海
地
震
な
ど
へ
の
備
え
と
し

て
、藤
沢
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
、湘
南
工
場
、

伊
勢
原
工
場
に
は
緊
急
地
震
速
報
と
自

社
の
地
震
セ
ン
サS

E
S

60

を
組
み
合
わ

せ
た
緊
急
地
震
速
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
い
る
。
警
報
が
鳴
っ
た
ら
、机
の
下

に
隠
れ
る
、危
険
箇
所
か
ら
離
れ
る
な

ど
、職
場
環
境
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
決

め
ら
れ
て
い
る
行
動
が
速
や
か
に
実
行

で
き
る
よ
う
毎
年
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、藤
沢
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
で
は
入

退
室
の
管
理
を
行
う
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
、正
確
な
在
勤
者
数
の

把
握
や
避
難
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
が
可
能

で
あ
る
。
こ
の
運
用
に
つ
い
て
は
、湘
南

工
場
や
伊
勢
原
工
場
な
ど
で
も
順
次
導

入
す
る
予
定
だ
。

　

都
市
型
災
害
の
課
題

で
も
あ
る
帰
宅
困
難
者

へ
の
対
応
は
、混
乱
を
避

け
る
た
め
、あ
る
い
は
安

全
確
保
の
た
め
、社
員
が

社
内
で
3
日
間
過
ご
せ

る
だ
け
の
食
料
、水
、毛

布
な
ど
を
お
客
さ
ま
の

分
も
含
め
て
備
蓄
し
、余

震
に
備
え
ヘ
ル
メ
ッ
ト

も
用
意
し
て
い
る
。

短
時
間
で
業
務
を

再
開
す
る
た
め
の

取
組
み

　

2
0
0
1
年
9
月
11

日
に
米
国
で
テ
ロ
事
件

が
発
生
し
た
。
多
く
の

企
業
が
事
業
を
継
続
す

る
の
に
必
要
な
機
能
を

失
い
、業
務
の
再
開
ま
で
長
い
時
間
を
要

し
た
中
、事
件
の
起
こ
っ
た
翌
週
に
は
業

務
を
再
開
し
た
企
業
が
あ
り
、世
間
を
驚

か
せ
た
。
こ
れ
以
降
、災
害
や
事
故
で
被

害
を
受
け
て
も
、重
要
業
務
が
中
断
さ
れ

な
い
、中
断
し
て
も
可
能
な
限
り
短
い
期

間
で
事
業
を
再
開
す
る
た
め
の
計
画
に

関
心
が
集
ま
っ
た
。
こ
れ
を
事
業
継
続

計
画
（
B
C
P
／
ビ
ジ
ネ
ス 

コ
ン
テ
ィ

ニ
ュ
イ
テ
ィ 

プ
ラ
ン
）と
い
う
。

　

B
C
P
は
、何
日
後
に
事
業
を
復
旧

で
き
る
か
の
目
標
復
旧
期
間
（
R
T
O

／
リ
カ
バ
リ
ー 

タ
イ
ム 

オ
ブ
ジ
ェ
ク

テ
ィ
ブ
）と
、ど
の
時
点
の
状
態
ま
で
戻

せ
る
か
と
い
う
目
標
復
旧
ポ
イ
ン
ト

（
R
P
O
／
リ
カ
バ
リ
ー 

ポ
イ
ン
ト 

オ

ブ
ジ
ェ
ク
テ
ィ
ブ
）を
定
め
て
事
前
に
行

動
計
画
を
策
定
す
る
。
山
武
で
は
４
年

前
か
ら
着
手
し
、優
先
的
に
復
旧
す
べ
き

業
務
と
そ
れ
に
必
要
な
人
員
や
設
備
を

定
め
、目
標
復
旧
時
間
の
設
定
や
復
旧
手

順
を
事
業
ご
と
、拠
点
ご
と
に
計
画
し
て

い
る
。
現
在
は
B
C
P
の
継
続
的
な
改

善
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、計
画
の
実
効

性
を
高
め
る
た
め
の
演
習
を
実
施
し
て

い
る
。
例
え
ば
、演
習
で
は
サ
ー
バ
が
倒

れ
て
使
え
な
く
な
っ
た
な
ど
の
想
定
外

の
シ
ナ
リ
オ
も
用
意
し
て
現
場
の
対
応

力
を
高
め
て
い
る
。

　

新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
際
は
、サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、半

導
体
や
自
動
車
生
産
が
一
時
停
止
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
踏

ま
え
、今
後
は
グ
ル
ー
プ
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
も
含
め
た
B
C
P
に
取
り
組

み
、事
業
ご
と
、拠
点
ご
と
に
お
客
さ
ま

の
事
業
再
開
の
サ
ポ
ー
ト
計
画
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
「
人
命
の
尊
重
を
最
優
先
と
す
る
」「
顧

客
優
先
を
基
本
と
し
、顧
客
を
通
じ
て
企

業
の
社
会
的
責
任
を
遂
行
す
る
」「
自
社

の
資
産
・
情
報
を
保
全
・
管
理
し
、企
業

の
存
続
基
盤
を
確
保
す
る
」こ
の
3
つ
を

山
武
グ
ル
ー
プ
大
規
模
地
震
対
策
の
基

本
方
針
と
定
め
て
い
る
。
災
害
発
生
と

い
う
非
常
時
に
も 

“
人
を
中
心
”に
考
え

た
体
制
、シ
ス
テ
ム
作
り
が
行
わ
れ
、い

ざ
と
い
う
時
の
備
え
が
着
々
と
進
ん
で

い
る
。

azbilが取り組む防災
世界で起きる地震のおよそ20％が日本で発生しているという。
今年の岩手北部地震や岩手・宮城内陸地震、2007 年の新潟県中越沖地震、能登半島地震、
2005 年福岡県西方沖地震など、ほぼ毎年のように大きな被害をもたらす地震が起こっている。
地震はいつでもどこでも日本中で発生する可能性がある。
このような、時と場所を選ばない災害に山武グループは、
どのような体制で対応するのだろうか。

●取材 / 構成　早川 寿浩

藤沢テクノセンター避難点呼訓練

地震センサSES60

緊急地震速報と自社の地震
センサSES60を組み合わせ
た緊急地震速報システム

azbil mind
Vol.05
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株
式
会
社 

山
武
は
、山
武
グ
ル
ー
プ
の

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、

当
社
が
保
有
す
る
約
1
0
0
0
台
の
業

務
用
車
両
を
対
象
と
し
た
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
の
推
進
に
よ
り
、当
社
の
物
流
に
関
す

る
C
O
2
排
出
量
を
年
間
で
3
0
0
ト
ン

削
減
を
目
指
し
、展
開
し
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、や
さ
し
い
発
進

や
過
減
速
の
少
な
い
運
転
、ア
イ
ド
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
プ
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
運

転
方
法
の
こ
と
で
す
。

　

具
体
的
な
対
策
と
し
て
は
、業
務
用

車
両
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
へ
順
次
更
新

し
て
い
く
他
、車
で
の
移
動
を
極
力
控
え

て
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
を

進
め
る
一
方
、エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
推
進
す

る
こ
と
で
燃
費
の
向
上
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
現
在
保
有
す
る
業
務
用
車
両
約

1
0
0
0
台
す
べ
て
が
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

を
実
施
す
る
と
、
C
O
2
排
出
削
減
効
果

は
年
間
で
約
3
0
0
ト
ン
（
50
年
杉
換

算
で
約
2
万
本
の
年
間
C
O
2
吸
収
量
に

相
当
）に
な
り
ま
す
。
ま
た
、エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
を
推
進
す
る
こ
と
で
、運
転
マ
ナ
ー

の
向
上
や
交
通
事
故
の
抑
制
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

山
武
グ
ル
ー
プ
の
ラ
イ
フ
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
展
開
し
て
い
る
山

武
ケ
ア
ネ
ッ
ト
株
式
会
社
で
は
、東
京
都

練
馬
区
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

か
た
く
り
の

里 

石
神
井
公
園
を
8
月
1
日
に
開
設
し

ま
し
た
。

　

練
馬
区
に
は
3
つ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
か
た
く
り
石
神
井
・

中
村
橋
・
大
泉
）が
あ
り
、ご
利
用
者
が

待
ち
望
ん
で
い
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
開

設
と
な
り
ま
し
た
。

　

か
た
く
り
の
里 

石
神
井
公
園
で
は
定

員
10
名
の
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
す

が
、ご
利
用
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（Q

uality of  
Life

）向
上
を
目
的
に
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

兼
ね
職
員
と
共
に
食
材
の
買
出
し
や
調

理
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
た

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、か
た
く
り
の
里 

石
神
井
公
園
開

設
に
伴
い
、居
宅
介
護
支
援
事
業
所 

か
た

く
り
石
神
井
も
同
施
設
内
に
移
転
し
ま

し
た
。

山武グループＰＲ誌「azbil」を
ご愛読いただき、
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株
式
会
社 

山
武
は
、海
外
専
用
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
潜
水
形
電
磁
流
量
計

Ｎ
Ｎ
Ｋ
形
を
販
売
開
始
し
ま
し
た
。

　

日
本
国
内
で
は
排
水
総
量
規
制
用

途
の
潜
水
形
電
磁
流
量
計
の
設
置
が

１
９
８
１
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、そ
の
後

25
年
に
わ
た
り
継
続
的
に
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

韓
国
に
お
い
て
も
、日
本
同
様
の
環
境

汚
濁
負
荷
低
減
を
目
的
と
し
た
排
水
総

量
規
制
が
２
０
０
８
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、排
水
総
量
規
制
に
よ
っ
て
下
水
処
理

場
や
民
間
事
業
者
は
、国
へ
の
排
水
量
の

報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
ず
、下
水
処
理
場
と
産
業
団

地
排
水
処
理
場
へ
の
設
置
が
進
め
ら
れ
、

そ
の
後
、第
一
種
事
業
場
、第
二
種
事
業

場
へ
と
設
置
義
務
が
拡
大
し
ま
す
。
排

水
量
の
報
告
の
た
め
に
流
量
計
の
設
置

が
必
須
で
あ
り
、山
武
で
は
そ
の
流
量
計

と
し
て
潜
水
形
電
磁
流
量
計
Ｎ
Ｎ
Ｋ
形

を
提
供
し
ま
す
。

　

韓
国
を
皮
切
り
に
ア
ジ
ア
全
体
で
拡

大
す
る
排
水
総
量
規
制
に
対
応
し
、地
球

環
境
保
護
に
貢
献
し
ま
す
。

　

株
式
会
社 

山
武
は
、熱
電
対
、測
温
抵

抗
体
素
子
を
中
心
と
し
た
汎
用
温
度
セ

ン
サ
「
Y
Y
シ
リ
ー
ズ
」の
販
売
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

近
年
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
お
い
て
、温
度
計
測
の
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
か
ら
、計
測
ポ
イ
ン
ト
数
が
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
、温
度
セ
ン
サ
の
需
要
は

拡
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
拡
大

に
よ
り
、サ
イ
ズ
、形
状
、取
り
付
け
な
ど

温
度
セ
ン
サ
の
仕
様
要
求
も
多
様
化
／

高
度
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
背
景
の
も
と
、弊
社
で
は
約
９
0
0
0

型
番
も
の
豊
富
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
備
え
た
汎
用
温
度
セ
ン
サ
「
Y
Y

シ
リ
ー
ズ
」を
発
売
し
、多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
目
指
し
ま
す
。

【
特
長
】

▪ 

ス
ト
レ
ー
ト
、ね
じ
固
定
形
、フ
ラ
ン
ジ

形
の
３
タ
イ
プ
を
基
本
と
し
た
形
状

▪ 

簡
易
タ
イ
プ
か
ら
特
殊
タ
イ
プ
の
温

度
セ
ン
サ
ま
で
お
客
さ
ま
の
用
途
に

応
じ
て
選
択
可
能

▪ 

リ
ー
ド
線
タ
イ
プ
の
端
子
形
状
は
M

３
、
M
3.5
、
M
4
の
３
種
類
か
ら
選

択
可
能

▪ 

標
準
仕
様
に
な
い
製
品
も
、特
殊
仕
様

に
て
山
武
ブ
ラ
ン
ド
製
品
の
検
討
を

行
い
ま
す
の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い

　

株
式
会
社 

山
武
商
会
は
、保
護
等
級

IP
69K

搭
載
、高
圧
洗
浄
に
対
応
で
き
る

ド
イ
ツTU

R
K

社
の
耐
高
圧
洗
浄
近
接
セ

ン
サ
「W

ash-D
ow

n

シ
リ
ー
ズ
」を
販

売
開
始
し
ま
し
た
。

　

W
D
シ
リ
ー
ズ
は
、高
い
耐
水
性
を
持

つ
だ
け
で
は
な
く
、洗
浄
剤
や
消
毒
剤
の

酸
、ア
ル
カ
リ
成
分
に
も
耐
え
ら
れ
、6

つ
の
金
属
を
等
距
離
で
検
出
可
能
（
オ
ー

ル
メ
タ
ル
）な
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

【
仕
様
】

▪ 

シ
リ
ン
ダ
部
にS

U
S

316L

▪ 

検
出
面
に
液
晶
ポ
リ
マV

ectral40

▪ 

水
深
1
m
に
7
日
間
水
没
保
護
対
応

▪
周
囲
温
度
プ
ラ
ス
70
℃

　

24
時
間
対
応

▪
温
度
衝
撃
試
験
プ
ラ
ス
70
℃
→

　

マ
イ
ナ
ス
25
℃

【
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
例
】

▪ 

飲
食
料
品
、化
学
、医
薬
品
、化
粧
品
、

業
界
の
装
置
で
特
に
ス
テ
ン
レ
ス
材

の
検
出

▪ 

洗
車
装
置
の
枠
の
位
置
検
出
お
よ
び

水
や
洗
剤
の
ノ
ズ
ル
位
置
検
出

▪
充
填
装
置
（
半
球
形
ス
テ
ン
レ
ス
材
）

　

株
式
会
社 

山
武
を
中
心
と
す
る
山
武

グ
ル
ー
プ
は
、２
０
０
７
年
度
の
事
業
活

動
に
伴
い
排
出
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
２
総
量
を
集

計
し
、当
初
の
目
標
で
あ
っ
た
２
０
０
６

年
度
比
1.0
％
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
を
上

回
り
、2.5
％
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
を
達

成
し
ま
し
た
。

　

従
来
の
中
長
期
計
画
の
抜
本
的
な
見

直
し
を
２
０
０
７
年
度
に
行
い
、今
ま
で

十
分
な
対
策
が
と
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

生
産
設
備
や
生
産
方
式
の
改
善
、低
燃
費

車
へ
の
切
替
や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進

と
い
っ
た
社
有
車
対
策
な
ど
も
新
た
な

施
策
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、２
０
０
５
年
度
か
ら
事
業
基
盤
の
変

革
に
向
け
て
、本
社
機
能
の
移
転
や
営
業

拠
点
の
統
合
、研
究
開
発
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
機
能
の
集
約
、山
武
グ
ル
ー
プ
の

生
産
拠
点
の
再
編
と
い
う
一
連
の
施
策

を
順
次
展
開
し
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、山
武
グ
ル
ー
プ
※
の
２
０
０
７

年
度
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
実
績
は
、全
社
的
な

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
意
識
の
高
ま
り
や
上
記
の
拠

点
集
約
効
果
に
よ
り
、総
量
で
２
０
０
６
年

度
比
2.5
％（
４
０
８
ト
ン
）削
減
、原
単
位
で

２
０
０
６
年
度
比
8.4
％
改
善
し
ま
し
た
。

　この数年、“大地震”と呼ばれる地震が毎年の
ように起きています。少し大きめの地震が来る
と「今度こそ、とうとう来た！」と毎回思います。
そう思うわりに、地震に対する備えが何もできて
いません。持ち出し袋もなければ、家族との待ち
合わせ場所や連絡手段についても何も話してい
ません。来ると思いつつも本当に来ると思って
いない自分がいます。“いつ来るか分からない”
というところに人間の気持ちの甘さが出てしま
います。みなさんは地震に備えて何か準備をさ
れていますか？ （akubi）
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azbil

topics
製品情報や展示会情報など、

azbilのトピックスをご紹介します

 

セ
ミ
ナ
ー
情
報

海
外
専
用　

排
水
総
量
規
制
・

排
水
測
定
用 

潜
水
形
電
磁
流
量
計

（N
N

K
1

5
0

/9
5

形
）を

販
売
開
始 

A

汎
用
温
度
セ
ン
サ

「
Ｙ
Ｙ
シ
リ
ー
ズ
」を
販
売
開
始 

A

特
殊
高
圧
ジ
ェッ
ト
噴
射
試
験
を

ク
リ
ア
し
た

「
耐
高
圧
洗
浄
対
応
近
接
セ
ン
サ
」

を
販
売
開
始 
B

ニ
ュ
ー
ス

2
0
0
7
年
度
C
O
2
排
出
量
を

2
0
0
6
年
度
比
2.5
%
削
減 

C

山
武
ケ
ア
ネ
ッ
ト 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

か
た
く
り
の
里 

石
神
井
公
園

開
設 

D

第30回真空展
（VACUUM2008） A

第31回ビルセキュリティ
無料セミナー E

9/10 ㈬～ 9/12 ㈮
10：00 ～ 17：00
東京ビッグサイト
日本真空工業会、日本真空協会
1,000円
マイクロフローセンサ応用製品

（マスフローメータ、マスフローコントローラ）

会期

時間

会場

主催

入場料

出展製品

メッセナゴヤ2008 E
9/11 ㈭～ 9/14 ㈰
10：00 ～ 17：00
ポートメッセなごや

（名古屋港金城埠頭）
メッセナゴヤ実行委員会
無料
省エネルギー支援サービス、流
量計測制御機能付電動バルブ

「ACTIVAL」、調 光 機 能 付 蛍
光灯安定器「あっとらいと」、ク
リティカル環境システム

会期

時間

会場

主催

入場料

出展製品

9/26 ㈮
13：00 ～ 17：00
株式会社 山武 ビルシステムカンパニー 
APプラザ東京
入退室管理システム、非接触ICカード、電気
錠、防犯機器についてなど、ビルセキュリティ
を構築する上で必要な基礎知識を習得する
ことができます。
20名

（定員になり次第締め切らせていただきます）

会期

時間

会場

コース概要

定員

問い合わせ先

　　 株式会社 山武
アドバンスオートメーションカンパニー
コールセンター
TEL 0466-20-2143

　　 株式会社 山武商会
事業企画推進部
TEL 03-3777-6941
FAX 03-3777-8077

　　 株式会社 山武
経営企画部
広報グループ
TEL 03-6810-1006
FAX 03-5220-7274

　　 山武ケアネット株式会社
TEL 03-5781-0790
FAX 03-5781-0793

　　 株式会社 山武
ビルシステムカンパニー
コミュニケーションマーケティング部
セールスプロモーショングループ
TEL 03-6810-1112
FAX 03-5796-0795

C

B

A

D

E

業
務
用
車
両
１
０
０
０
台
を

対
象
と
し
た
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の

推
進
を
開
始 

C

酸・アルカリ成分に強い

※ 

対
象
は
株
式
会
社 

山
武
、山
武
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
プ
ロ
ダ
ク
ト
株
式
会
社
、株
式
会
社 

太

信
の
国
内
に
あ
る
工
場
、事
業
所
、営
業
所
、

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど

●山武ケアネット株式会社 
　かたくりの里 石神井公園
● 〒177-0041
　 東京都練馬区石神井町7-18-21
●TEL（03）5923-6676
　FAX（03）5393-6057

●山武ケアネット株式会社 
　かたくり石神井（居宅支援事業所）
● 〒177-0041
　 東京都練馬区石神井町7-18-21
●TEL（03）5393-9230
　FAX（03）5393-6057

Sep.2008 1415 Sep.2008



甘
味
と
食
感
が
魅
力
の

通
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さ
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一
つ
の
さ
や
に
十
六
粒
の
豆
が
入
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
十
六

さ
さ
げ
。
長
さ
は
最
長
で
50
㎝
に
も
な

る
。
特
異
な
形
状
の
由
来
は
定
か
で
は

な
い
が
、旧
糸い
と
ぬ
き
ち
ょ
う

貫
町
に
は
昔
か
ら
一
面

の
さ
さ
げ
畑
が
広
が
り
、地
元
の
食
材

と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。

　
こ
の
一
帯
は
、富ふ
ゆ
う有
柿
の
産
地
と
し

て
も
有
名
。
質
の
良
い
農
産
物
が
育

つ
の
は
、水
が
き
れ
い
だ
か
ら
。
野
生

の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
生
息
す
る
な
ど
、

水
質
の
良
さ
は
全
国
で
も
群
を
抜
く
。

１
９
５
９
年
に
糸
貫
さ
さ
げ
振
興
会
と

い
う
組
織
が
立
ち
上
が
り
、そ
の
時
か

ら
自
家
採
集
し
た
種
を
用
い
て
毎
年
栽

培
を
続
け
て
い
る
。

　
十
六
さ
さ
げ
は
、い
ち
ご
の
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
を
効
率
的
に
利
用
し
て
栽
培

す
る
。
収
穫
が
終
わ
っ
た
い
ち
ご
の

苗
の
間
に
さ
さ
げ
を
植
え
付
け
、土
に

残
っ
た
肥
料
で
育
て
る
。
費
用
を
か
け

ず
に
育
て
ら
れ
る
補
助
作
物
と
し
て
便

利
だ
が
、農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
い

ち
ご
生
産
の
減
少
に
よ
り
、現
在
ハ
ウ

ス
で
さ
さ
げ
を
生
産
し
て
い
る
農
家

は
10
軒
ほ
ど
と
な
っ
た
。
収
穫
さ
れ
た

さ
さ
げ
の
ほ
と
ん
ど
は
Ｊ
Ａ
ぎ
ふ
を

通
じ
、昔
か
ら
取
引
が
続
い
て
い
る
名

古
屋
の
市
場
に
出
荷
。
地
元
で
の
消
費

は
最
盛
期
に
比
べ
れ
ば
少
な
く
な
っ
た

が
、２
０
０
２
年
に
飛
騨
・
美
濃
伝
統

野
菜
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
は
、再
び
注

目
を
集
め
て
い
る
。
最
近
で
は
テ
レ
ビ

や
新
聞
社
な
ど
か
ら
の
取
材
も
多
い
。

　
決
し
て
派
手
な
野
菜
で
は
な
い
が
、

味
に
は
定
評
が
あ
る
。
あ
っ
さ
り
と
し

た
甘
味
が
あ
り
、シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し

た
食
感
で
、ど
ん
な
調
理
に
も
あ
う
。

ビ
タ
ミ
ン
が
豊
富
で
、疲
れ
や
す
い
夏

に
ぴ
っ
た
り
。
野
菜
そ
の
も
の
の
素
朴

な
味
を
楽
し
む
、通
好
み
の
一
品
と
い

え
よ
う
。

十六ささげの天ぷらとベーコン巻き
さっと湯がいて一口大に切れば、どんな料理にもよくなじ
む。シャキシャキとした食感を生かした天ぷらやベーコン
巻きに。または、かつお節と醤油でシンプルに

岐
阜
県
の
伝
統
野
菜
　
十
六
さ
さ
げ

次
の
世
代
に
受
け
継
い
で
い
き
た
い

地
域
の
伝
統
野
菜

Gifu


